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注：平成 27 年度から、受験申込の際に

提出した、業務実績証明書記載欄の番号

を書くようになっています。 

県 道 ● ● ● ● 線 道 路 改 良 実 施 測 量 設 計 委 託 業 務

● ● 県 西 土 木 事 務 所

平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ～ ７ 月

大 分 県  

本 業 務 は 、 ● ● 県 の 山 岳 部 に あ る ３ 種 ５ 級 の 観 光 道 路

で あ る 県 道 ● ● ● ● 線 に お い て 、 １ ． ５ 車 線 的 改 良 を 行

い 、 安 全 で 走 行 の し や す い 道 路 と す る こ と で 地 域 の 発 展

に 資 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

 

L = ０ ． １ ８ ｋ ｍ の 現 道 平 均 幅 員 Ｗ ＝ ３ ． ５ ｍ を １ ． ５

車 線 的 手 法 で Ｗ ＝ ５ ． ０ ｍ に 拡 幅 す る 業 務 で あ る 。 工 事

中 の 現 道 片 側 通 行 に 必 要 な Ｗ ＝ ３ ．０ ｍ を 確 保 す る た め 、

地 山 掘 削 時 に 鉄 筋 挿 入 工 を 併 用 し 、 急 勾 配 掘 削 を 可 能 に

し て 路 側 擁 壁 を 計 画 し た 。

私 は 、 担 当 技 術 者 と し て 業 務 全 般 を 把 握 し 、 管 理 技 術

者 を 補 佐 し た 。 ま た 、 主 要 な 打 合 せ に す べ て 参 加 し 、 技

術 的 課 題 ・ 業 務 上 問 題 点 の 早 期 把 握 ・ 解 決 に 寄 与 し た 。

県 道 ● ● ● ● ● ● 線 防 災 ・ 安 全 交 付 金 測 量 設 計 委 託 業

務

● ● 県 ● ● ● 土 木 事 務 所

平 成 ２ ４ 年 ９ 月 ～ ２ ５ 年 １ 月

― 裏 面 に 続 く ― （第一面）
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道 路

(１-１) 業務の名称 



本 業 務 は 、 山 岳 地 帯 の 幅 員 の 狭 い 県 道 を 拡 幅 す る こ と

で 、 安 全 で 走 行 の し 易 い 道 路 と す る こ と に よ り 地 域 の 発

展 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。

Ｌ ＝ ０ ． ４ ０ ｋ ｍ 区 間 に つ い て 、 Ｗ ＝ ５ ． ０ ｍ へ １ ．

５ 車 線 的 整 備 手 法 で 拡 幅 す る 業 務 で あ る 。 時 間 止 め 通 行

等 の 交 通 規 制 が で き な い た め 、 掘 削 量 が 少 な く 、 現 道 へ

の 影 響 の 少 な い 発 泡 ス チ ロ ー ル に よ る 軽 量 盛 土 に て 路 側

擁 壁 を 計 画 し 、 詳 細 設 計 を 行 っ た 。

私 は 、 管 理 技 術 者 と し て 業 務 全 般 を 把 握 し 、 部 下 を 指

導 し た 。 ま た 、 主 要 な 打 合 せ に す べ て 参 加 し 、 技 術 的 課

題 ・ 業 務 上 問 題 点 の 早 期 把 握 ・ 解 決 に 寄 与 し た 。

県 道 ● ● ● 線 防 災 ・ 安 全 交 付 金 測 量 設 計 委 託 業 務

● ● 県 中 央 東 土 木 事 務 所

平 成 ２ ６ 年 ４ 月 ～ ８ 月

本 業 務 は 、 山 岳 地 帯 の 県 道 に お い て 土 砂 ・ 落 石 等 の 災

害 を 防 止 す る こ と で 安 全 で 走 行 の し 易 い 道 路 と し 、 道 路

利 用 者 や 地 域 の 安 全 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

落 石 対 策 と し て 、 高 エ ネ ル ギ ー 対 応 の 落 石 防 護 網 を 計

画 し た 。 ま た 、 落 石 個 数 の 少 な い 箇 所 は 落 石 破 砕 工 や ロ

ー プ 掛 工 を 併 用 し 、 通 常 の 落 石 防 護 網 と す る こ と で 施 工

(２) 業務の目的 

(３) 業務の内容 

(４) あなたの果たした役割 
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(４の )

注：平成 27 年度から、受験申込の際に

提出した、業務実績証明書記載欄の番号

を書くようになっています。 

費 の 低 減 を 図 っ た 。

私 は 、 管 理 技 術 者 と し て 業 務 全 般 を 把 握 し 、 部 下 を 指

導 し た 。 ま た 、 主 要 な 打 合 せ に す べ て 参 加 し 、 技 術 的 課

題 ・ 業 務 上 問 題 点 の 早 期 把 握 ・ 解 決 に 寄 与 し た 。

県 道 ● ● ● ● ● ● 線 防 災 ・ 安 全 交 付 金 測 量 設 計 委 託 業

務

路 側 擁 壁 を 計 画 す る 際 に 発 生 し た 課 題 と 対 応 を 以 下 に

示 す 。

① 発 泡 ス チ ロ ー ル 軽 量 盛 土 に し た が 、 工 期 ・ 工 費 ・ 買

収 用 地 が 増 加 し た 。

② 軽 量 盛 土 を 上 部 工 と 下 部 工 に 分 け 、 上 部 工 を 軽 量 盛

土 、 下 部 工 を コ ン ク リ ー ト 擁 壁 と し た 。

③ 安 定 計 算 を 行 い 、 安 全 性 を 確 認 し た 。

コ ン ク リ ー ト 擁 壁 を 現 地 の 地 山 勾 配 に 近 い １ ： ０ ． ５

と し た こ と で 掘 削 量 を 低 減 で き 、 形 状 が ス リ ム 化 し た 。

こ れ に よ り 下 部 工 だ け で な く 上 部 工 も 小 さ く な り 、 工

期 ・ 工 費 ・ 買 収 用 地 を 低 減 す る こ と が で き た 。

安 定 計 算 に つ い て は 、 上 下 部 工 が ス リ ム 化 し た こ と に

よ り 荷 重 が 下 部 工 へ 集 中 す る こ と と な っ た が 、 近 隣 の 標

準 貫 入 試 験 結 果 を 用 い て 土 質 定 数 を 逆 計 算 し 、 安 定 計 算

に 使 用 す る こ と で 外 的 安 定 を ク リ ア し Ｏ Ｋ と な っ た 。

今 回 の 業 務 に お い て は 、 県 道 の 拡 幅 に 伴 う ● ● ● 市 道

の 改 修 は 民 地 の 用 地 買 収 を 必 要 と し て い た 。 そ の 際 、 市

道 の 改 修 計 画 の 比 較 が な い た め 、 ● ● ● 市 側 が 復 旧 す る

市 道 の 幅 員 を ４ ｍ に す る か ５ ｍ に す る か の 決 定 を 待 つ 間

― 裏 面 に 続 く ― （第三面）

(１) 業務の名称 

(２) 技術上の問題点とその対応 

２． 

(３) 業務の実施上の問題点とその対応 

(４) あなたの果たした役割 

３



に 作 業 が 止 ま る こ と と な っ た 。 こ の た め 、 数 か 月 に 渡 っ

て 業 務 が 停 止 す る こ と が 予 見 さ れ 、 工 期 厳 守 が 危 う い 状

況 と な っ た 。

そ こ で 私 は 、 ● ● ● 市 側 の 意 思 決 定 を 迅 速 化 さ せ る た

め に 幅 員 ４ ｍ の 場 合 と ５ ｍ の 場 合 の 線 形 ・ 構 造 物 ・ 工 費

の 比 較 を 作 成 し 、 ● ● ● 市 側 へ 提 示 し た 。 そ の 結 果 、 工

費 の 関 係 か ら 幅 員 ４ ｍ で な い と 予 算 内 に 収 ま ら な い こ と

が 判 明 し 、 幅 員 ４ ｍ に 決 定 し 、 作 業 の 滞 り が 少 な く な り

工 期 を 厳 守 で き た 。

（ ２ ） へ の 対 応 に つ い て は 、 下 部 工 を コ ン ク リ ー ト 擁

壁 と し た こ と で 、 工 期 ・ 工 費 ・ 用 地 面 積 の 低 減 に 寄 与 で

き た こ と は 評 価 で き る と 考 え る 。

斜 面 に 計 画 す る 構 造 物 に お い て は 、 比 較 表 を 現 場 毎 に

作 成 し て 形 式 ・ 価 格 等 を 決 定 し て い る が 、 今 後 は 斜 面 勾

配 に よ っ て 適 用 で き る 形 式 ・ 工 費 等 を ま と め て 一 覧 に す

る こ と で 形 式 決 定 の 迅 速 化 を 図 り た い と 考 え る 。

（ ３ ） の 対 応 に つ い て は 、 待 ち の 姿 勢 で な く 第 ３ 者 へ

こ ち ら 側 か ら 提 案 を 行 う こ と で 工 期 厳 守 が 実 現 し た の で 、

そ の こ と に つ い て は 評 価 で き る と 考 え る 。 し か し 、 切 図

等 を 早 め に 入 手 し 、 用 地 の こ と も 考 慮 し て い れ ば 構 造 物

の 工 夫 も さ ら に 出 来 た と 考 え る 。

今 後 は 用 地 関 連 の 資 料 も 早 め に 入 手 し 、 総 合 的 に 検 討

す る こ と で 工 期 厳 守 を さ ら に 推 進 し て い き た い 。 以 上 。

(４) 上記（２）（３）の対応について、現時点での評価 




